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◇
開
催
日　

９
月
９
日

◇
委
員
長	

小
林 

こ
う
じ

◇
副
委
員
長	

ゆ
ざ 

ま
さ
子

◇
委
員
数　

19
人

（
正
副
議
長
を
除
く
）

◇
審
査
結
果	
各
会
計
と
も

	

原
案
可
決

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会

各
会
派
の
主
な
質
疑

　（
質
疑
順
に
掲
載
）

質
問　

定
額
減
税
不
足
額
給
付

金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
職
員

の
事
務
負
担
の
増
加
や
国
か
ら

の
事
務
費
の
補
填
は
、
ど
の
程

度
あ
っ
た
の
か
。

答
弁　

転
入
・
転
出
者
へ
の
給

付
金
対
応
に
係
る
事
務
量
が
増

大
し
て
お
り
、
国
か
ら
は
支
給

対
象
者
一
人
当
た
り
３
千
円
の

事
務
費
が
補
填
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
に
つ
い
て
、
①
主
に
ど
の

よ
う
な
用
途
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
等
に
も
活
用
で
き
る
の
か
。

答
弁　

①
②
防
災
強
化
と
し
て

の
体
育
館
の
空
調
工
事
や
耐
震

化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、

学
校
の
整
備
と
し
て
の
様
々
な

部
分
に
活
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

学
ぶ
場
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
教
室
が
暑
く
て
つ
ら

い
と
い
う
声
が
中
学
生
か
ら
直

接
届
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
課

題
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

空
調
に
つ
い
て
、
学
校

か
ら
様
々
な
連
絡
が
あ
っ
た
。

全
館
空
調
の
場
合
は
早
め
の
試

運
転
を
す
る
な
ど
、
で
き
る
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

公
明
党
昭
島
市
議
団

質
問　

繰
越
金
に
つ
い
て
、
実

質
収
支
の
２
分
の
１
を
積
立
金

に
計
上
す
る
の
で
は
な
く
、
物

価
高
騰
対
策
な
ど
に
使
用
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

地
方
財
政
法
第
７
条
に

お
い
て
決
算
剰
余
金
の
２
分
の

１
は
、
積
み
立
て
か
地
方
債
の

繰
り
上
げ
償
還
の
ど
ち
ら
か
に

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

小
中
学
校
に
お
け
る
ト

イ
レ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

①
洋
式
化
を
進
め
て
欲
し
い
と

の
声
を
聞
く
。
洋
式
化
へ
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
令
和
８
年
度
末
ま
で
の
３
年

間
で
洋
式
化
率
95
％
以
上
を
目

指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
体

育
館
の
ト
イ
レ
も
含
め
た
数
値

な
の
か
。

答
弁　

①
７
年
度
末
で
洋
式
化

率
85
％
と
な
る
予
定
で
あ
り
、

８
年
度
の
工
事
が
予
定
ど
お
り

進
む
と
96
％
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
②
体
育
館
の
洋
式
化

は
既
に
済
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
校
舎
で
の
目
標
値
と
し

て
い
る
。
全
体
で
は
85
％
以
上

を
目
指
し
て
い
る
。

質
問　

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
に
つ
い
て
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
学
校
内
に
ネ
ッ
ク
ク
ー

ラ
ー
を
冷
却
す
る
冷
凍
庫
の
設

置
に
活
用
す
る
な
ど
、
考
え
は
。

答
弁　

他
自
治
体
の
導
入
状
況

や
運
用
方
法
を
注
視
す
る
中
で
、

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

質
問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点

か
ら
、
当
初
予
算
で
の
繰
越
金

の
計
上
を
増
額
す
る
考
え
は
。

答
弁　

当
初
予
算
に
計
上
し
て

も
、
法
に
基
づ
い
て
実
質
収
支

の
半
分
を
基
金
に
積
み
立
て
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
決
算
で
の
取

り
扱
い
と
変
わ
り
は
な
い
。

質
問　
暑
さ
対
策
の
観
点
か
ら
、

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
減

免
事
業
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　

物
価
高
騰
や
記
録
的
な

猛
暑
に
対
し
て
、
有
意
義
な
事

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

国
保
事
業
運
営
基
金
積

立
金
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度

末
の
基
金
残
高
は
１
億
円
を
下

回
る
見
込
み
だ
が
、
今
後
の
見

通
し
は
。

答
弁　

繰
越
金
か
ら
返
還
金
を

除
い
た
額
を
積
み
立
て
て
い
る

た
め
、
今
後
も
同
様
に
推
移
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
に
つ
い
て
、
国
は
ト
イ
レ

改
修
事
業
を
不
採
択
と
し
た
が
、

見
解
は
。

答
弁　

引
き
続
き
予
算
の
確
保

を
含
め
、
機
会
を
捉
え
て
国
に

求
め
て
い
く
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質
問　

保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
補
助
金
に
つ
い
て
、
①
対

象
と
取
り
組
み
内
容
は
。
②
子

ど
も
の
権
利
と
保
育
の
質
を
担

保
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
保
育
士
等
の
技
能
・

質
の
向
上
の
た
め
、
職
務
や
経

験
年
数
に
応
じ
、
都
な
ど
が
実

施
す
る
研
修
を
受
講
す
る
。
②

各
保
育
所
・
事
業
所
等
に
お
い

て
も
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

教
育
現
場
に
お
け
る

様
々
な
意
見
は
、
本
来
子
ど
も

と
か
ら
想
定
以
上
の
交
付
額
と

な
っ
た
。
８
年
度
に
ど
の
程
度

反
映
さ
れ
る
か
に
も
よ
る
が
、

現
時
点
で
は
不
透
明
で
あ
る
。

質
問　

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
に
つ
い
て
、
①
市
が
申
請

し
た
ト
イ
レ
改
修
事
業
が
不
採

択
に
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

年
度
内
に
再
度
交
付
金
を
申
請

で
き
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

②
代
替
の
財
源
と
し
て
、
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
を
活
用
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

①
６
月
と
９
月
に
追
加

申
請
が
可
能
で
、
防
犯
対
策
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
と
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
採
択
さ

れ
た
。
ま
た
、
光
華
小
学
校
の

外
壁
改
修
に
つ
い
て
も
申
請
し

て
お
り
、
結
果
待
ち
で
あ
る
。

②
既
に
交
付
金
を
活
用
し
て
実

施
し
て
い
る
事
業
も
あ
る
た
め
、

市
全
体
の
事
業
の
中
で
そ
の
活

用
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
中
神
駅
北
側
地
域
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
安
全
性
を
担

保
し
つ
つ
工
事
費
を
約
１
億
円

削
減
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
工

事
の
進
捗
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁　
仕
様
等
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
が
、
工
期
に
問
題
は

な
い
。

た
ち
自
ら
が
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
主
権
者
教
育
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

特
別
活
動
や
学
級
活
動

な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
教

育
活
動
全
体
で
の
主
権
者
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

無

会

派

質
問　

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度

は
災
害
対
策
に
資
す
る
事
業
が

優
先
さ
れ
、
市
の
ト
イ
レ
改
修

事
業
は
不
採
択
と
な
っ
た
が
、

８
年
度
の
見
通
し
は
。

答
弁　
都
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

現
状
で
は
不
透
明
で
あ
る
。

質
問　

国
に
よ
る
定
額
減
税
不

足
額
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
、
支
給
さ
れ
る
事
務
費
の
内

容
は
。

答
弁　

給
付
事
業
に
お
い
て
、

支
給
対
象
者
一
人
当
た
り
３
千

円
の
事
務
費
が
補
填
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

中
神
駅
北
側
地
域
整
備

事
業
の
事
業
費
を
約
１
億
200
万

円
減
額
し
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
は
。

答
弁　

新
畑
公
園
の
整
備
に
お

い
て
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
支

柱
の
仕
様
等
に
つ
い
て
見
直
す

な
ど
、
減
額
に
努
め
た
。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

質
問　
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
は
交
付
団
体
と
な

り
５
億
168
万
円
が
交
付
さ
れ
た

が
、
８
年
度
の
見
通
し
は
。

答
弁　
７
年
度
は
、
国
が
物
価

高
騰
や
労
務
単
価
の
上
昇
を
基

準
財
政
需
要
額
に
反
映
し
た
こ

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

４
面
下
段
へ
続
く

「
再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
）改
正
の
促
進

を
国
に
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
陳

情
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

後期高齢者医療特別会計（第１号）
	 当初予算	 32億	 374万	7千円
	 今回補正額	 	8163万4千円
	 予算総額	 32億	 8538万1千円

中神土地区画整理事業特別会計（第１号）
	 当初予算	 5億	8190万2千円
	 今回補正額	  	3208万1千円
	 予算総額	 6億	1398万3千円

中神駅北側地域整備事業特別会計（第１号）
	 当初予算	 16億	2233万4千円
	 今回補正額（減額）	 	9684万3千円
	 予算総額	 15億	2549万1千円

2
面
下
段
よ
り

居
場
所
の
確
保
、
国
際
理
解
推

進
や
市
管
理
職
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
教
育
の
徹
底
、
気
候
変
動

対
策
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制

定
や
プ
ー
ル
整
備
に
期
待
す
る
。

「
人
間
尊
重
」
「
環
境
と
の

共
生
」
を
基
盤
と
し
、
市
民
と

の
対
話
・
協
働
に
よ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
に
期
待
を
寄

せ
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

大
野
　
ふ
び
と
　
議
員

令
和
７
年
９
月
に
激
変
緩
和

措
置
が
終
了
し
、
後
期
高
齢
者

の
う
ち
310
万
人
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
が
実
質
的
に
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

終
わ
り
の
見
え
な
い
物
価
高

騰
の
中
、
後
期
高
齢
者
へ
更
な

る
負
担
増
を
強
い
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
国
庫
負
担
を
拡
充

し
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
応
分

の
財
源
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

以
上
を
指
摘
し
、
保
険
料
の

更
な
る
値
上
げ
が
行
わ
れ
た
本

決
算
に
反
対
す
る
。

昭
島
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
可
決

と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

大
野
　
ふ
び
と
　
議
員

通
称
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
は
、
保
育
現
場
へ
の
新

た
な
負
担
や
通
常
の
保
育
所
等

に
お
け
る
保
育
士
の
配
置
基
準

を
下
回
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
あ
る
。

そ
の
解
決
に
は
保
育
士
の
労

働
条
件
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

配
置
基
準
を
抜
本
的
に
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
見
通
し

が
な
い
中
で
、
子
ど
も
の
安
全

を
担
保
す
る
水
準
に
満
た
な
い

基
準
を
定
め
る
本
議
案
に
反
対

す
る
。

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

現
在
の
再
審
制
度
は
捜
査
機

関
へ
の
証
拠
開
示
の
規
定
が
な

い
な
ど
、
え
ん
罪
被
害
者
の
速

や
か
な
救
済
を
妨
げ
て
い
る
。

ま
た
、
法
務
省
の
法
制
審
議
会 

で
は
証
拠
開
示
な
ど
に
対
し
、

後
ろ
向
き
の
意
見
が
出
さ
れ
法

案
化
ま
で
相
当
な
期
間
を
要
す

る
と
危
惧
さ
れ
る
。

政
府
の
動
向
を
見
守
る
の
で

は
な
く
、
え
ん
罪
被
害
者
救
済

へ
の
道
を
開
く
力
に
な
る
と
考

え
、
本
陳
情
を
不
採
択
と
す
る

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

予算の補正状況
一般会計（第３号）
	 当初予算	 563億	6000万	 円	
	 前回までの補正額	 2億	5540万	 円	
	 今回補正額	 8億	9390万	 円	
	 予算総額	 575億	 930万	 円

国民健康保険特別会計（第１号） 
	 当初予算	 119億	1200万	 円
	 今回補正額	 2億	2875万	3千円
	 予算総額	 121億	4075万	3千円

介護保険特別会計（第１号）
	 当初予算	 101億	6608万	 円
	 今回補正額	 2億	1721万8千円
	 予算総額	 103億	8329万8千円


